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「良書」を見つける
電子制御工学科主任　押田　至啓

これまでに文芸書や専門書などいろいろな本を読んできて、「良書とは何だろうか？」と

ふと思うことがあります。多くの人が推薦する本、雑誌や新聞の書評が優れている本、それ

らは勿論良い本に違いはないかもしれませんが、他の人の書評とは関係無しに手元から離せ

ない本が何冊かあります。読んでみて感銘を受けその後何度も読み返している小説、何気な

く開いてしまう詩集、疑問があればまず開く専門書等。これらは私にとっては「良書」であ

り、常に身近にあり、決して裏切らない存在です。誰にもこのような、自分の「良書」が何

冊かあることでしょう。このような良書を何冊持っていますか。

「良書は友達の中の最良の友である。現在も、そしてまた永久に変わるところがない。」

とも言われるように、良い書物とは１度読めば長く心に残り、座右の書ともなるでしょうし、

永遠の友ともなります。ただし、万人共通の最大公約数的な良い書物は多く紹介されていま

すが、絶対的な最良の書というのは存在しないでしょう。ある人の親友が万人の良き友であ

るわけではないのと同じように、各人にとって良い書物とは各人ごとにより異なるでしょう

し、また、自分で見いださなければなりません。このためには多くの友人と接するのと同様

に、出来るだけ多くの書物に接し、読書する中で、良い書物を見いださなければならないで

しょう。これは１冊の良い書物が見つかれば終わりというわけではなく、新たな良き書を得

るごとに新たな良き友を得ることが出来ます。より多くの本に接すれば、より多くの良書を

見つけ出すことが出来るでしょう。いろいろな分野の良書も見つけることは、いろんな分野

の友を得るのにも匹敵することでしょう。どれだけの良書を持っているかが、将来の生活を

楽しくし、仕事の幅を広めること等に、おおいに関係するのではないでしょうか。

多くの書物を読み、その中の多くの良き書に接し、多くの生涯の良き友を得ることは楽し

いことではないでしょうか。
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第31回校内読書感想文コンクールの審査結果を発表します。学生の皆さんから、361編の応募がありました。

情報メディア教育センター運営委員会と国語科の教員による審査・投票の結果、その中から次のように入選

作が決まりました。すでに全校集会の放送でもお知らせしましたが、以下にその学生氏名と作品名を掲げ、

栄誉をたたえたいと思います。

最 優 秀 賞
物質化学工学科　２年　　森本　真未　　『坊ちゃん』を読んで

優 秀 賞
電気工学科　　　１年　　川上　尚之　　『博士の愛した数式』を読んで

電子制御工学科　１年　　浦井　健次　　『星の王子さま』を読んで

電子制御工学科　１年　　藪田　和輝　　『星の王子さま』を読んで

物質化学工学科　１年　　松岡　直人　　『７％の運命』

物質化学工学科　１年　　松島　歩海　　『感染』

物質化学工学科　１年　　森岡　俊文　　『SO B．IT』を読んで

電子制御工学科　２年　　鐡本　純一　 殺人者たち

情報工学科　　　２年　　丸石　知史　　『李陵』を読んで

物質化学工学科　２年　　川端　真司　　『老人と海』を読んで

物質化学工学科　２年　　小西　奈緒　　『夜回り先生の卒業証書』を読んで

物質化学工学科　２年　　西川　　剛　　『フェルマーの最終定理』

また、惜しくも入選には至りませんでしたが、審査の過程で優れた評価を得て、最終選考に残った作品

もあります。その佳作となった学生の氏名を紹介し、努力をたたえます。

佳　作
１Ｍ　辻　　政慶　　１Ｍ　辻本　結花　　１Ｅ　闍谷吉史浩　　１Ｅ　山田　秀麿　

１Ｓ　溝留　莉加　　１Ｓ　吉本　公則　　１Ｉ　闍木　隆志　　１Ｉ　林　　　慶

１Ｉ　堀田　庸平　　１Ⅰ　松下　貴徳　　１Ｃ　土井　健司　　１Ｃ　森本　　岳

２Ｍ　五十嵐大輝　　２Ｍ　奥中　貴雄　　２Ｅ　内野　芳郁　　２Ｅ　松本　怜典

２Ｓ　大畑　研人　　２Ｓ　中島　往馬　　２Ｓ　松本　達矢　　２Ｉ　奥野　伸吾

２Ｉ　田村　典久　　２Ｃ　伊藤　昌輝　　

以下、それぞれの入選作品について、簡単に講評しておきます。

読書感想文をまとめる時、よくある失敗として「本に振り回されてしまう」ことがあります。特にその本

平成18年度

読書感想文コンクールを終えて
情報メディア教育センター運営委員会
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が面白ければ面白いほど、あらすじをまとめきれず、内容紹介の合間に感想を入れて終わってしまう。しか

し「感想文」ですから、自分の体験をふまえ、身の回りに引きつけて考えることが大切になってきます。

「私には大好きな祖母がいる。」２Ｃ森本さんの作品はこのような書き出しで始まっています。『坊っちゃ

ん』の読者は、四国の学校でのさまざまな出来事に心躍らされることが多いのですが、彼女の文章は「清」

と「坊っちゃん」との関係にテーマが絞られ、その視点は揺らいでいない。そして自分の祖母と「清」とを

重ね合わせ、たった八行しか書かれていない別れの場面についても、読みを深めています。

２Ｃ西川さんは「フェルマーの最終定理」について。内容紹介をしながら、数学ひいては学問に対する人

間の好奇心といったものをうまくまとめています。また、本からの引用がとても効果的に行われている点も

評価できます。

若い皆さんの視点が生かされたものとしては、２Ｃ小西さんの文章が挙げられます。「夜回り先生」こと水

谷修さんの本を読み、自分と同じ世代の子供が抱えている問題への無知、自分の無力さを認めた上で、それ

でもできることがあるのだと、私たち大人に訴えかけてきます。

また、大人が見失いがちなものを考えさせてくれるのが『星の王子さま』。１Ｓの浦井さんは「大蛇ボア」

の話から、「心で見る」ことについて考えています。自分の子供の頃のエピソードも文章中で生かされていま

す。一方藪田さんは、内容全体をふまえながら、この本は大人のための本であると述べています。

タイトルに工夫が見られたのは２Ｓ吉本さん。人はなぜ殺人を犯すのか、丁寧にまとめ、その原因となる

虐待についても考えています。１Ｃ松岡さんも戦争という殺人行為に対しやはり「連鎖」を絶つことを訴え

る。松島さんは登場人物の医者・親の気持ちを読みとりながら臓器移植の問題について考え、森岡さんは真

実から目を反らさないことについて、自らの体験、現在の気持ちをつづってくれました。

２Ｉ丸石さんは司馬遷の生き方を見つめ、自分の考えを素直に書いています。また、真に信じることにつ

いては、２Ｃ川端さんが老人サンチャゴの行動を通して論を展開。そして１Ｅ川上さんは登場人物の「必死

さ」という点からまとめています。いずれも「生きる」ことについて考えさせられる文章です。

全体の読書傾向としては、相変わらず『ハリー・ポッター』が読まれていますが、複数の翻訳が出版され

た『星の王子さま』、また『博士の愛した数式』の他、浅田次郎や横山秀夫などの文学作品も多く取り上げら

れています。あさのあつこ『バッテリー』なども人気です。話題作『ダ・ヴィンチ・コード』を読破した学

生もいました。これからも「ちょっと真面目な本」も含め、たくさんの本を読んで欲しいと思います。

最後に、今年度も多数の応募作が寄せられたことに感謝するとともに、次回も引き続き学生の積極的な取

り組みに期待しています。 （国語科：鍵本）
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『坊ちゃん』
夏目漱石　著

『坊ちゃん』を読んで
２C 森本　真未

私には大好きな祖母がいる。でも、遠くに住

んでいるからたまにしか会うことができない。

家の近くには小さな川があって、ザリガニや

カエルがいる。私には自然がいっぱいの小川に

見えるけど、祖母にとってはそうじゃないらし

い。昔はフナやメダカもいたらしい。

『坊ちゃん』を読んだとき、清が祖母とかさ

なった。坊ちゃんを一途に思う清と、私を大切

にしてくれる祖母。暖かく包んでくれる人、そ

れが二人の共通点だった。

坊ちゃんは四国の学校に行くことになる。清

とは離れ離れに暮らすことになる。駅で清と別

れる場面がとてもよかった。この場面の描写は

八行だけである。別れのときの二人の心理はか

かれていない。

でも、さまざまなことが行間からあふれ出て

いるように感じた。読んだ人がそれぞれ別れの

せつなさ、さみしさを感じることができると思

う。「小説は行間を読め」とゆわれるけれど、そ

れがはじめて理解できる場面だった。

清は別れのときに「もうお別れになるかもし

れません。随分ご機嫌よう。」と声にならない声

でゆう。

そのときの別れは、今よりもずっと悲しかっ

たのだろうと思う。電話もなく、手紙も今より

もずっとかかる。もしかしたら清は、字が読め

なかったかもしれない。蒸気機関車で行く四国

は、すごく時間がかかるものだろう。列車が動

きだしても清はずっとホームで見送っている。

祖母の家から帰るとき、祖母は手を振って見

送ってくれる。

別れの場面の最後の一文、「なんだか大変小さ

く見えた」の表現がなんだか切なかった。子供

のころには大きく感じた祖母が、今年会ったと

き、何だか小さく見えたからだ。大きな存在だ

った人が小さく思えてしまう、はじめて感じる

さみしさだった。坊ちゃんもそう感じたのでは

ないだろうか。

赴任先の四国で坊ちゃんはいろんな騒ぎをお

こす。江戸っ子の気の短さと正義感を感じる。

四国を離れるきっかけとなった赤シャツと野だ

への天誅劇は、一見すると坊ちゃんの勝ちに思

えるけど、学校を辞めたのは坊ちゃんだ。坊ち

ゃんの行動はイタズラのようなものだ。

『坊ちゃん』は一人称でかかれている。だれ

かに語りかけているように…。その相手は清だ

と思う。四国での騒ぎを「清がいなければやっ

ぱりオレはだめだ。」と自嘲気味に話している姿

が思い浮かぶ。だから、四国でのできごとは、

解決しようが、しまいが、どうでもいいことだ

ったのだろう。

最後のページに「清のことを話すのを忘れて

いた。」とある。ここから終わりまでの十一行に

清との再会、その後の生活がかかれている。私

はこの十一行に清と過ごした年月の思いがつめ

られているように思った。

四国での生活よりも、清との生活のほうが長

かったはずである。たった十一行の行間には長

い年月がかかれている。そして、その十一行で

一人一人が大切な時間を思い浮かべればよいの

である。過ごした時間は短いかもしれないけど、

行間に含まれるだけの時間と同じくらいの大切

な思いがそこにはある。

『博士の愛した数式』
小川洋子　著

『博士の愛した数式』を読んで
（掲載辞退）

１Ｅ　川上　尚之
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『星の王子さま』
サン・テグジュペリ　著

『星の王子さま』を読んで
１S 浦井　健次

主人公である「僕」が六歳のとき、自分の想

像力に富んだ「ゾウを丸呑みにした大蛇ボア」

の絵を大人に見せても笑われるだけであった。

その絵を見て恐ろしいと思えるのは子供だけで

あった。何故このようなことになるのだろうか。

それは、大抵の大人は外見しか見て取ることが

できないからだ。だから、大蛇に丸呑みにされ

た、腹の中のゾウは見ることができず、まるで

帽子のように見える大蛇の輪郭だけで「これは

帽子だ、ぜんぜん恐ろしくない。」と判断してし

まうのだ。しかし、たとえ内側の説明を加えて

も、大人にとって現実に合わないことに過ぎな

い。

世の中で、いったいどのくらいの子供が、こ

のような大人の現実的な見方のために、自分の

夢を捨ててきたことだろうか。恐らく、拾って

も拾いきれないほどの夢が捨ててこられたこと

だろう。そしてその夢たちは、かつての輝きを

失い、まるで、心無い人々によって無造作に捨

てられた浜辺のごみのように、いたるところに

散散し、誰にも拾われることなく静かに朽ち果

てていくのだろう。この現状を放っておくと、

世の中に数多く存在する現実的な見方しかでき

ない大人たちによって、希望に満ちたたくさん

の子供たちの夢が失われてしまうのではないだ

ろうか。どのようにすれば、子供たちの夢をそ

ういった大人の偏ったものの見方の中で守るこ

とができるのだろうか。

そのためには、そういった大人たちが、子供

に対して現実的な見方をするのではなくて心で

見ることができるようにならなければならない

のだと思う。では、どのようにすれば大人が子

供に対して心で見ることができるようになるの

だろうか。そのためには、そういった大人は、

もっと子供に時間を費やせばいいのだ。現代を

生きる大人は皆、日々多忙な生活を送らざるを

得ない状況にあることは分かっている。しかし、

毎日少しでもいいので、子供と話し、子供と遊

んでいれば、子供に対して心で見ることができ

るようになるだろう。なぜなら、子供と過ごし

た時間と、子供との絆の深さは比例しており、

子供と深い絆を持った大人は、子供の服装や体

格、顔といった目で見ることができる外見的な

ものの見方だけでなく、子供の考えや想い、感

情や可能性といった心でしか見えない内面的な

ものの見方、つまり、心で見ることができるよ

うになるからだ。僕が四、五歳くらいの頃こん

なことがあった。親戚の伯母さんに半日ほど預

かられたときの話だ。急におぼつかない表情に

なった僕を見た伯母さんは、僕が何を思ってい

るのかまったく分からず困り果てていた。しか

し、僕を迎えに来た母は一目でそれを悟り、宥

めてくれた。おばさんは僕を心で見ることがで

きなかったのであろう。つまり、絆を結ぶこと

によって、初めて「一番大切なことは、目に見

えない。」というキツネの言葉の「目に見えない」

部分が見えてくるのである。

そうなれば、大人は、現状や外見だけを見て

それに見合った夢に、子供の本当の夢を、批判、

訂正するようなことはなくなるだろう。そして、

子供たちを心で見ることによって、以前よりず

っと深く、子供のことを考えることができるよ

うになり、捨てられる夢も減ることだろう。

この世の中で、夢を大切にして生きるために

は心で見る力が必要だ。そしてこの力は人間誰

もが持っている。しかしその存在を、大人は忘

れている。絆を結ぶことも忘れている。それら

を見つけ出すために、自分を再発見するために、

努力し時間を費やそう。そうすれば、おのずと、

子供たちの「夢」が輝きを取り戻すことだろう。

『星の王子さま』
サン・テグジュペリ　著

『星の王子さま』を読んで
１S 薮田　和輝

僕は「星の王子さま」を読んで、奥が深い本

だと思った。この本は、そのタイトルにもある

ように、petitという形容詞が似合う、短い絵入

りの小説だ。といっても、この小説が、ここに

出てくる「小さな王子さま」の絵に描かれてい

るような、小さな子供が読むのに相応しいもの

だとは、僕は思わない。ところがこの小説はど

うやら子供向けのお話のように受け取られてい

るらしく（僕も読んでみるまではそう思ってい

たが）、それで世界中の子供に広く愛読されてい
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るとしたら、それも理解できない事だと思う。

この本は本屋の児童書コーナーに置かれて子供

達の圧倒的な人気を占めるような性質の本では

ないはずだ。

世の中には、大人が子供向けに書いた「童話」

があるが、この本は童話ではない。その事は作

者も最初に断っているように、子供の姿の王子

さまが主人公だからといって子供向けのお話と

いうことではなく、これはあくまで大人が読む

小説なのだ。星の王子さまは小さな男の子の姿

をしているが、本来の存在は、大人と対立する

自分、つまり「反大人の自分」なのだ。作者も

この見方で、王子さまから見た「ダメな大人」

の典型例──王様、自惚れ男、大酒飲み、実業

家、地理学者などを次々に登場させ、王子さま

は彼らを訪ねて、噛合わない問答をしては、〈大

人ってやっぱり変だ〉と呆れ返る、という滑稽

な話を並べている。

王子さまはいくつかの星を訪ねていろんな大

人に出会うのだが、それによって自分を変える、

大人の間で生きられるように成長するといった

ことは全くない。王子さまはどこまでいっても

純粋な「反大人」の子供のままだ。そして、子

供が正しく、大人はおかしいという確信を固め

ていく。そんな王子さまから発せられるメッセ

ージは、「大人にはわからない」といった、あり

がちな文句だろう。

この小説は、こうして「反大人」、あるいは子

供の立場から大人と現実世界を否定するという

形で書かれているように見えるが、そんな簡単

なものでもない。そもそもこの王子さまは、パ

イロットの「僕」が砂漠で不時着して、死にか

けの状況で出現する。ということは、「僕」が死

を覚悟した時に自分の中に発見した「反大人の

自分」、大人の世界と対立する本物の自分である

「子供」が、王子さまの姿をして現れたと考えら

れる。「僕」はこの「子供の自分」と会話し、八

日間を共に過す。ここでは、王子さまがある小

惑星からやってきたという、いかにも小説らし

い枠組みになっている。だから流れとしては、

やがて王子さまが星に帰る日、つまり「僕」と

王子さまが別れる日がやってくることになる。

王子さまが天に昇るには、身体は重くて持って

いけないので、毒蛇に咬まれて死ぬという手段

を選び、悲しい別れとなる。だが、それは仕方

ない事だ。飛行機の修理に成功し、「僕」が現実

世界に帰ることになったからには、王子さまを

何らかの形で処分する他ないのだ。王子さまが

星に帰るのは、この小説としては自然な結末だ

と思う。こうして大人と子供の対立は現実世界

でのトラブルにならずに砂漠の中に置き去られ

る。もう一人の自分を処分した「僕」には透明

な悲しみだけが残る。この結末は、小説として

は見事なものだと思う。

そんなわけで、この小説は子供が書いたもの

でもなく、子供のためのものでもなく、四十歳

を過ぎた男が書いた、大人のための小説だ。こ

の小説は、大人が自分の中にいる子供の正体を

診断するのに役立ちそうだ。この作品が広くか

つ長く読まれてきた秘密の一つはそこにあるの

ではないかと僕は思う。

僕も、立派な大人（王子さま曰く「ダメな大

人」）になって、もしもサハラ砂漠を旅すること

があれば、僕はきっと見つけるだろう、笑って

いて、金髪で、質問しても答えてくれない男の

子に。そしたら「僕」に手紙を書こう。彼に会

ったよ、と……

『７％の運命』
菅野茂　著

『７％の運命』
１C 松岡　直人

この本を読む動機になったのは戦争について

書かれているからである。それと「７％の運命」

という題名に惹かれた。今の世代の若い人には

忘れかけられている戦争について興味を持ち読

もうと思った。戦争について知ることで平和の

ありがたさがどれほどのものかを知りたいと思

った。今まで知ることがなかったことや残酷な

展開、そして死と隣り合わせの場面は、綿密か

つドラマでは絶対に描くことが出来ない。この

本は著者である菅野茂さんが自分の体験したこ

とを体験記として書かれたノンフィクション作

品である。この体験記には菅野さんが東部ニュ

ーギニアに兵隊として派遣されて敵兵と戦うこ

とはもちろん、先住民との触れ合いや戦い、軍

隊の実態が描かれ、そして密林の中で生き残っ

たことが書かれている。密林では一歩間違えば

死を意味することが忠実に描かれている。題名
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の「７％の運命」は東部ニューギニア派遣軍十

四万人余りのうち生存者は一万人余り、生存率

７％と言われていてそれから由来している。

印象に残った場面がいくつかある。その中で

三つだけ挙げる。一つ目は軍隊に所属している

者は上官の命令が絶対であること。それは上官

に機嫌を損ねることをしたらその場で加減なく

殴られる。菅野さん自身も殴られて、右耳の聴

力を失い今もなお、聞こえないという。これは

今では考えられないことである。今では人の生

命活動を守る法律、憲法がある。だがこの時代

は戦争という、人の考え方を狂わせる世界であ

ったが為に被害があちこちにあったと思える。

そして傲慢な上官がいて、自分の思い通りにな

らなかったら部下のせいにする。部下思いの人

もいたとあるがごく僅かであろう。こんな立場

にあったら耐えられずに逃げ出したくなる。で

も逃げると逃亡罪として国に捕まる。耐えざる

を得なかったんだと思う。お国のため、天皇の

ために。そんな厳しい状況を耐えぬいた昔の人

は凄いと思った。耐えるというよりよく生き抜

いたと言うほうがいいかもしれない。今の僕の

弱い気持ちでは絶対に耐えることが出来ない。

何よりも昔の人と違って支えがないから。多分

僕と同じで耐えることが出来ない人は今の高校

生に半分以上いるかもしれないと思う。なぜな

ら今の日本は平和で、外国では戦争をやってい

ても生で見たことがないから苦しみがわからな

いからである。

二つ目は食べ物のこと。知っている人は多い

と思うが戦争のときに民衆には食べ物が少なか

った。それは兵隊にも言える。菅野さんの体験

によると、東部ニューギニアの生活において食

べ物には一番苦労しているように書かれている。

それは塩が大事にそして貴重な物と書かれてい

るからというのもひとつである。塩と銃の弾薬

いくつかを交換している場面があり、手に入れ

るのが難しい。食べ物にありつけたとしても、

味がなくては食べる気が失せる。考えてみると

今僕たちの食べている料理のほとんどに塩がか

かっている。もし今、塩が不足して塩のない料

理になったら物足りないだろう。実際に体験し

てみなければ分からないが想像してみると大変

なことである。

三つ目は戦争が人を狂わせること。厳しい戦

時下では二つ目に書いた通りに食べ物が少ない。

この空腹を埋めるために人は変わってしまう。

味方であるはずの日本兵に襲われるという風説、

世話になっている先住民の犬を密かに喰って食

べる。逃亡兵として疑われた同じ仲間を蔑み、

罪人視し病死させてしまうなど。挙げてみると

きりがないほどたくさんある。こんなことが行

われていたのである。一番酷いのは同じ仲間な

のに逃亡兵として疑われて殺してしまったこと

である。菅野さんもそのときは逃亡兵としてみ

ていたから自己本位になり、他の人のことが考

えられなかったそうで疑われた日本兵は先住民

に運ばれていった。だが三日後に死亡した。菅

野さんは同じ仲間なのになぜ同じ立場になって

同情できなかったのか後悔している。今学校で

いじめというのがあるがそれと非常によく似て

いる。だけど違うのは、いじめはそのいじめて

いる人が楽しんで個人的にやっているのに対し、

戦争の場合は、まるで罪人扱いでそれが不名誉

なことと認識させられる。だから冷静に自分の

考えが持てなくて集団的に考えが変わっている

のだと。つまり周りの考えが同じだとそうだと

思い込んでしまう。そんな風に僕は考える。

この三つだけみると全てのみんなが変わって

しまったと思われるがそうでもない。人の思い

やりもあり、助けてくれる人もいる。菅野さん

の体験によると、自分が立てなくなり意識がも

うろうとしているときに、ある隊長が自分を励

まし自分のために鳥を探してきて鳥のスープを

作ろうとしてくれたという。その人のおかげで

力が出て自分で歩けるようになったと。こんな

人間味溢れる人もたくさんいた。ちなみにその

隊長さんは復員後、恵まれない子供のために福

祉関係の仕事に就いたという。

戦争というものは恐ろしいことが少しわかっ

た。なぜ少しかというとこの本に書いてあるこ

とはほんの少しのことでまだ僕の知らないこと

がたくさんある。だからこれから機会があれば

絶対に戦争のことをより知ろうと思う。このこ

とが語り継がれなくなったときは又同じことが

繰り返される。人が人の手によって殺されるこ

とほど残虐なことはない。そう思う。
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『感染』
仙川環　著

『感染』
１Ｃ　松島　歩海

「感染」という医学サスペンスであるこの本

を、初めはいったい何がどういうふうに感染す

るのだろうと、興味をもち読んでみました。外

科医の子どもが臓器移植後、誘拐され遺骨にな

って母親のもとへ帰ってきた時、ふつうの幼児

誘拐殺人事件ではないだろう、何かのウイルス

に感染したのではないだろうかと思いました。

そして、悲しい愛情のようなものを感じました。

いったい誰が子どもを誘拐し、殺してしまった

のだろうか。次第にこの本の中にのめり込んで

行く僕がいました。

臓器移植を受けた人は、免疫抑制剤を服用す

るため、いくつかの菌の感染を受けてしまうと

いうことも、この本を読んで初めて知りました。

なるほど、感染という話が進んでいくのかと思

うと、大きな期待と少し怖いような気持ちにな

りました。

外科医は、わが子を助けたいために妻と離婚

し、ウイルス研究を専門としている女性と再婚

し、最新の知識を得ようとしました。日本では、

子どもの臓器移植は受けられず、死を待つしか

ないわが子を見殺しにするか、異種移植という

禁じ手を使って治療するか、迷った揚句、外科

医は豚の臓器を移植することにしたのです。異

種移植は、拒否反応がでないように、遺伝子を

細工した豚の臓器を人間に移植するという、決

して許されるものではないことなのです。

結局、恐ろしいウイルスに感染し、子どもは

殺されてしまいました。亡くなったわが子を自

分の手で焼いて、遺骨だけでも母親のもとへ帰

してやりたいと思ったこの父親に、親としての

深い愛情を感じました。

「どうして子どもの臓器移植は認められない

んだ。どうして臓器を提供してくれる人が少な

いのか自分には分からない。脳死になったら判

定ミスでもない限り、生き返ったりはしない。

それなのに誰も彼もが心臓や肝臓を灰にしてし

まう。俺のこの手は何のためにある。俺は手術

をうまくやってのける自信がある。心臓の提供

をしてもらえれば、何人の命を救えたか･･･、患

者を見捨てて平然としていられるほど俺は強く

ない。」

外科医のこの言葉に僕は何だか胸が熱くなり

ました。確かに、臓器移植をすることによって、

多くの命を救うことができるだろうと思いまし

た。でも、もし自分の子どもが亡くなったら、

きっとそのままの姿で見送ってやりたいと、親

であれば、親であるからこそ思うかも知れない

と思いました。だから、臓器を提供する人が少

ないのではないだろうか、というそんな気もし

ました。

子どもの命を守るためならば、どんなにお金

を出してもいい、どんなことをしてでも生かし

てやりたい、そう思う親の心を利用して南米で

子どもをさらい、臓器売買をしたり、臓器移植

をするためには、臓器を摘出する側と移植を受

ける側の白血球の型が似ていなければ拒絶反応

が起こるため、ボランティアを装って健康診断

を無料で手がけ、血液を採取し、めぼしい子ど

もを見つけ出したり、異種移植という人体実験

を行ったりする人間がいるということに、強い

怒りを感じました。

結果的には、ウイルスの存在を隠すために、

外科医の父親も殺されてしまい、何ともいえな

いむなしい気持ちになりました。医学界の危険

さとウイルス感染の恐ろしさをつくづく感じま

した。

最近、いろいろな研究がされているが、『人の

命をもてあそぶような結果にだけはしてはいけ

ない』という最後の言葉に、僕は安心し、ただ

うなづくだけでした。

『SO B. IT』
サラ・ウィークス　著

『SO B. IT』を読んで
１C 森岡　俊文

僕は真実を突き止めるようなことが出来ませ

ん。真実はいつも良い結果とは限らないし、悲

しい現実や苦しい状況に遭遇することもあるか

らです。だから、いつも目と耳を塞ぎ、逃げ道

ばかり探してしまう。真実から目を逸らし続け

ることは、とても楽です。ストレスを感じなく

て済めば、何も考えなくていいから。しかし、

どういうわけか、日常生活の中で不安になって

しまう。僕にとって真実とは一体何だろう、と
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思ったことがあります。

この本を読んだとき、僕は主人公のハイディ

がとてもたくましく見えました。ハイディは十

二歳で三千二百キロもの道のりの、真実を探す

旅に出るのです。旅に出なければならなかった

原因はハイディの母にありました。

ハイディは自分の出身地や誕生日、父が誰か

さえ分かりません。生まれて物心がついた時に

は、脳に障害がある母しか、ハイディのことを

知らなかったからです。ハイディの母は二十三

の言葉しか話せません。その中で、「スーフ」と

いう意味の分からない言葉を頻繁にハイディに

言い続けたのです。ハイディはその言葉の意味

と自分自身のことを知るために、母が昔いた養

護施設場を目指して旅に出るのです。

しかし、この旅は悲しい結末で幕を閉じまし

た。ハイディが知った真実とはハイディの父も

また障害者であり、「スーフ」とはハイディの父

が母の名前を発音できなくて「スーフ」と言っ

ていたのです。おそらく、母がハイディに「ス

ーフ」と言っていたのは、彼らにとってその言

葉は愛を表す言葉だったのでしょう。けれど、

ハイディが帰宅する直前に、母は死んでしまっ

たのです。しかし、ハイディはこの旅で何かを

失ったり得たりするなかで、大事なことに気づ

き受け入れたりしたのです。

僕は、決して楽しいばかりでない感情とも折

り合いをつけ、時おり旅に出たこと自体を後悔

しながら、何かに突き動かせるように前へ進ん

で行くハイディの姿に感動しました。ハイディ

の姿こそ、人の成長の過程に必要なものだと思

います。何も行動しなければ前には進めない、

前に進む―成長することとは、真実を突き止め

ようすることだと、ハイディから学びました。

僕には祖母がいません。今振り返ると、昨日

まで一緒に笑っていたような気がします。けれ

ど、僕は祖母が亡くなったという真実から目を

逸らしてしまいました。祖母の最後の優しい笑

顔を見ずに、ずっと部屋に閉じこもって…。し

かし、今でもそのことを後悔しています。

僕は知らないうちに真実から逃れようとして、

大事なものを見失っていました。何も前へ進も

うとせず、ただ自分の都合の良いように物事を

進めてしまって…。しかし、この本を読んで変

わろうと決心しました。

僕は先輩に退部することを告げました。勉強

も途中で投げ出しました。そして、強豪と名の

高いサッカーチームに入団しました。僕の心か

らは一片の不安もありません。なぜなら、この

決断がこれからの長い道のり―真実を探す旅だ

からです。一歩だけ前進できた気がします。

『脳が殺す』
ジョナサン・H・ピンカス　著

殺人者たち
２S 鐡本　純一

「脳が殺す」という本を読みました。人はな

ぜ殺すのか。この本は人の心にスポットを当て、

殺人犯は裁かれるべきか、治療されるべきかと

いう根本的な問いを投げかけてきました。

新聞を開くと、最近話題になっている少年犯

罪の特性は、昔のように粗暴犯や衝動犯ではな

く、むしろ頭の良い子がきわめて理性的にとん

でもないことをしでかしている、という点に特

徴があります。こういうことが珍しくなくなり、

日常茶飯事の当たり前の出来事になろうとして

いる今日この頃です。これは悲しい事であり、

恐ろしいことなのです。

人はなぜ殺すのか。この本の著者は殺人の起

こる原因について、「被虐待体験」「神経学的損

傷」「精神障害」を挙げて、それが暴力を惹き起

こす三要因という仮説を立てました。この仮説

を裏付けるために、これまでになんと百五十人

もの殺人犯と面接しているのです。この数は半

端ではなく、そして、その大半にこの三要因が

見られたというのです。ただの偶然とは言えま

せん。暴力の源を探る研究において虐待は驚異

的なまでに重要な要因で、今のところ虐待を越

える要因は見つかっていないそうです。児童虐

待は、子供の心理に破壊的な影響をもたらすば

かりではなく、その悪影響はその子供が長じて

も続くと言うのです。人は生まれてすぐに、こ

れから送る人生を決めることができるわけあり

ません。

「もしも、自分が虐待を受ける立場だったら

…。」考えただけでも逃げたくなってしまいます。

しかし、子供の頃に虐待を受けた人が皆暴力的

になるわけではまったくないのです。虐待され

た経験を持ちながら、正常な人生を送る力とい
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うものが人間にあるということは、それはとり

もなおさず人間の精神の回復力、人間の脳の可

塑性に他なりません。とてもすばらしいことだ

と思います。それでも、暴力に走り社会的に危

険な存在となる者が彼らの中に多いというのも

また事実であるところを見ると、被虐待体験と

その後の暴力には明らかに直接的な因果関係が

あると思われます。

悲しいことに、この暴力の三要因「被虐待体

験」も、「神経学的損傷」も、「精神障害」もど

れも本人には責任を求められないことなのです。

自らの意思で、子供の頃から虐待を受けたがっ

たり、生まれながらにして神経や脳に損傷や障

害を得たがるものなどいません。となると、ど

れほど残虐な殺人を犯そうと、これら三要因を

持った人間に限っては、本人に責任を問うこと

はできないということなのです。簡単には解決

できないが、簡単に解決してはならないジレン

マなのです。暴力を無くすために、暴力の三要

因の一つである「虐待」撲滅というやり方があ

るのです。暴力が暴力を生むように、虐待もま

た虐待を生む。かかる虐待が暴力を引き起こす

重大な要因であるなら、それを断てば暴力の連

鎖も断てるはずというわけです。

この本を読んで、殺人者に同情してしまいま

した。さらに、この本で殺人者たちが告発する

被虐待体験のすさまじさを思うと、一つの疑問

が湧いてきました。もしも、これらの殺人者達

が虐待家庭に生まれてさえなければ、彼らにも

僕たちと変わらない平穏な人生が送れていたの

ではないか？もちろんこの答えは簡単には出ま

せん。虐待が無くなれば、ただそれだけで地球

上から暴力が姿を消すとも思えないからです。

今の時代だからこそ読むべき本だと思いました。

『李陵』
中島敦　著

『李陵』を読んで
２Ｉ　丸石　知史

この本は漢の時代に生きる三人の男について

書かれたものです。敵軍との戦いに敗れ捕虜と

なった李陵、李陵を弁護して刑罰を受けながら

も史記を完成させた司馬遷。そして、李陵と同

じく敵軍に捕らえられながらも降服しなかった

蘇武の三人です。この三人の中で、特に私が注

目したのは司馬遷の生き方です。

李陵が捕虜となった時、武帝はこのことで激

しく怒ったため、李陵に親しかった者であって

も李陵を弁護することはありませんでした。李

陵を弁護することで、自分が刑罰を受けること

を恐れたためです。しかし、司馬遷はただ一人

李陵を弁護しました。そのために刑罰を受ける

ことになってしまったのです。

なぜ、司馬遷は李陵を弁護したのでしょうか。

司馬遷と李陵はそれほど親しかったわけではあ

りませんでした。それに、武帝に反してまで李

陵を弁護しても、彼にとって得なことはあるよ

うに思えません。むしろ、李陵を弁護したこと

で刑罰を受けてしまったのです。

こうした行動は司馬遷が自分に正直であると

いうことを示しているように思います。自分に

正直であるがゆえに、武帝に反抗してまで李陵

を弁護したのでしょう。もし、私が司馬遷と全

く同じ状況に置かれたとしたら、司馬遷と同じ

ように李陵を弁護できるだろうかと考えてみま

した。私はできないだろうと思います。武帝に

反抗することで刑罰を受けてしまう、周りが弁

護しないなら自分もそうしよう、といった考え

が浮かぶためです。このように考えてみると、

自分に正直に生きることの難しさを思い知らさ

れます。また、自分に正直になるには勇気も必

要であると思います。司馬遷のように刑罰を恐

れない勇気、そして自分が正しいと信じ、自分

の信念を貫く勇気です。周りの者に流されず、

自分の信念を貫くことも容易ではありません。

私は周りに流されてしまいやすいので、そのこ

とはよくわかります。周りに流されてしまいや

すいのは、自分が孤立することを恐れているか

らなのかもしれません。集団の中にいれば安全

だと思ってしまうのです。これは、私には司馬
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遷のような勇気がないことを示しているのでし

ょう。司馬遷のような生き方をするには、まず

自分の信念を貫く勇気が必要なのです。私は司

馬遷のように自分に正直に生きる生き方を素晴

らしいと思います。

しかし、その一方で「長い物には巻かれろ」

ということわざもあります。権力のあるものに

は反抗せず、相手の言うとおりにしておくと無

難であるという意味です。このことわざの通り、

司馬遷も武帝に反抗せず李陵を弁護しなければ、

刑罰を受けることはなかったでしょう。このこ

とわざは、自分を守るという点から見れば正し

いように思います。自分に嘘をついて自分を守

るのも一つの方法なのでしょう。

自らを危険にさらしても自分に正直に生きる

ほうが正しいのでしょうか。それとも、自分に

嘘をついて自分を守るほうが正しいのでしょう

か。私にはどちらが正しいのかわかりません。

ただ、人間は結局自分を守るほうを選ぶものな

のかもしれません。まず、自分の安全を最初に

考えてしまっているのではないでしょうか。司

馬遷の生き方は、この考え方と全く反対です。

だから、そのような生き方をした司馬遷を立派

だと思います。しかし、彼のとった行動が本当

に正しいのかと問われると、私は答えることが

できません。ですが、私は司馬遷のように自分

に正直に生きたいと思います。

『老人と海』
アーネスト・ヘミングウェイ　著

『老人と海』を読んで
２C 川端　真司

この本を読んで思ったことは、不器用に生き

る人は言い換えれば、自分を信じ認める人とい

うことです。というのも、この物語のように、

ある局面にぶつかった時でも、様々な感情を整

理し、それらを信じ認めて生きるサンチャゴの

ような人は少ないと思うからです。

「老人と海」の舞台はキューバ。不漁の続く

老漁夫サンチャゴは、かつて行ったことのない

程遠い海へ長年の勘を頼りに一人で大物を狙い

ます。独り言を呟きながら大物を待つと、確実

なアタリを得ます。その後、その大物カジキマ

グロと死闘を繰り広げます。老人のカジキマグ

ロとの会話は正に闘いそのものです。

老人はこれまで目にした事のない大物にも、

平常心を保とうと必死でした。体力のためにも、

生魚を懸命に食らい自らの勘と腕を信じ、四日

間も釣り糸を放すことなく巨大なカジキマグロ

に挑みつづけます。このような姿も、不器用で

も正面から向かっていく強さ、勢いを象徴する

ものだと思います。そのような描写がこの作品

を有名にしたのだと思います。

その後、老人はついに大物に勝利します。老

人にとって闘いは崇高なもので、人生そのもの

ともいえました。しかし、凱旋気分で意気揚々

としていた老人に幸運は最後までついてきませ

ん。カジキマグロの血の匂いを嗅ぎつけた鮫の

大群に、殆ど半分以上食い荒らされてしまいま

す。老人にはもはや体力もなく、非力な自分を

責めるばかりです。港についたときにはその残

骸があるだけで、あの崇高な闘いとは対照的な

ものでした。

カジキマグロを仕留めるその瞬間に、老人は

「これが叶えばもうなんでもする。」という気に

なりました。それも、自分の限界を最大限にし

可能性を最大限に引き出すという強い気持ちと、

自分を信じる強い精神力があったからだと思い

ます。老人が船上での夢でライオンを追いかけ

ようとするのは、まだやれるという意志の表れ

でもあるように思います。

この本では（「カジキマグロとの闘い」と「帰

港中の鮫との闘い」）が老人の人生を象徴してい

るのではないかと思います。「カジキマグロとの

闘い」は老人が若年の頃の人生です。居酒屋で

大男と腕相撲をし、見事に勝利したあの頃です。

そして、「帰港中の鮫との闘い」は今の老人の姿

です。鮫に食い荒らされたカジキマグロが老人

とオーバーラップします。

しかし、どちらの闘いでも老人は自らを信じ、

懸命に闘いました。常に自問自答をし、自分を

見失うことのないよう意識を集中させました。

けれども、鮫との闘いでは自然の強さ、自分の

非力を知りました。老人はそれを素直に受け入

れ、認めました。

現代社会では、自分を正しく信じ通したり、

素直に自分を認め理解するという力のない人も

少なくないと思います。僕自身も自分を素直に

認められないと思うところも多くあるように思
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接してくれる大人が必要だと思いました。

水谷先生は「救えず亡くなった人たち」を

「自分が殺した子達」といっています。先生は

「僕は天国にいける資格なんかないんです。今ま

で二十数人も殺した男ですよ。」と言います。な

らば現実を見ず少年犯罪を考えない大人はどこ

へ行くのでしょう。残念ながら私が向かうのは

批判する大人です。しかし、今考えた思いを忘

れず、少しでもほんの少しでも先生の理想に近

づく大人になりたいと思いました。

『フェルマーの最終定理』
サイモン・シン　著

『フェルマーの最終定理』
２Ｃ　西川　剛

この本はフェルマーという十七世紀の数学者

が証明を書かずに書き残した定理が二十世紀に

なって証明されるまでの、多くの数学者たちの

挑戦を紹介した本です。といっても数学的な手

法を詳しく解説してあるわけではなく、むしろ

学者たちがどのような人生を歩んで業績を残し、

それによってどのように数学が発展してきたの

か、という所を焦点にしています。

事の発端はフェルマーが教科書代わりに使っ

ていた「算術」という本の中に

「一般に、二乗よりも大きいべきの数を同じ

べきの二つの数の和で表す事は不可能である。

私はこの命題の真に驚くべき証明を知っている

が、余白が狭すぎるのでここに記す事はできな

い。」

という思わせぶりなメモが書いてあるのが発見

されたことです。このメモ書きを含んだ本が刊

行されてから数多くの数学者がこの証明に挑み

ましたが誰一人として証明することができず、

数学界で最も難しい問題として語り継がれるこ

とになりました。その後、三百五十年もの間こ

の問題は未解決のままでしたが、一九九三年に

ワイルズという数学者がこの定理を証明し、当

時の数学界は騒然となりました。

確かにこの定理を証明することは尋常な難し

さではありませんし、それをやってのけたワイ

ルズは非凡な数学者には違いありません。しか

し、この定理が解けたからといって私たちの生

活が便利になるわけでもなく、世界平和が実現

するわけでもありません。実益がないのであれ

ば、数多くの数学者たちを三百五十年間もこの

問題にのめり込ませる魅力とは一体何なのでし

ょうか。

一つに功名心というものがある、とこの本で

は述べています。この証明に成功した人は、歴

史に残っている数々の有名な数学者にできなか

った事を成し遂げた、という名声を勝ち取るこ

とができるでしょう。しかし、この理由はもう

一つの理由から生まれた二次的なものだと僕は

思います。もう一つの理由として本書が述べて

いるのは、クイズを一つ解いた時の無邪気な満

足感、です。

クロスワードや数独などのパズルゲームが好

きな人はたくさんいると思います。そういう人

に好きな理由を聞けば大抵の人は問題が解けた

ときの満足感、と答えると思います。それは高

度な数学の世界においても変わらず、問題が解

けた時の純粋な喜びを得たいが為に数学者は三

百五十年もの間、フェルマーの最終定理という

途方も無い難問に挑み続けたのです。

化学や物理学、天文学など、現代では学問は

数多くの枝分かれをしていますが、それらの元

をたどれば、知識を応用して世界を住みよいも

のにしたい、という欲求などではなく、人間の

本来持っている純粋な、この世界の仕組みを知

りたい、という欲求に行き着くと思います。そ

の知識は当時、単純に好奇心を満足させるだけ

のもので、それを応用して実益を得るという考

え方はその副産物のようなものではないでしょ

うか。その事は本書の

「πが無理数だと知ったところで何の役にも

立たないだろうが、知ることができるのに知ら

ないでいるなんて耐えられない。」

という言葉に代表されると思います。

もちろん学問で得た知識を応用によって役立

てるということも大切でしょう。しかし、最初

に学問を作ったのが人間の純粋な好奇心であっ

たように、これから学問を前へ進めていくのも

応用の実益ではなく、純粋な好奇心であると思

います。自分がこれから勉強を進めていく中で

もこの考えを大事にしていきたいです。
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本に対する価値観
４M 山内　義夫

「文庫は我が国にとどまらず、世界の書籍の流
れのなかで“小さな巨人”としての地位を築いて
きた。」（角川歴彦　電撃文庫創刊に際して　より）
私は中学校まで本といえば漫画か各教科の教科

書くらいしか読んだことがありませんでした。高
専に入ったころぐらいに、あるアドベンチャーゲ
ーム（選択肢を選びながら文章を読み進めていく
ゲーム）がきっかけで、活字を読む量が増えてき
ました。それまで、漫画しか買って読んでなかっ
たのですが、「たまには小説でも買ってみるか。」
と思いました。そして、文学書らしきものを一冊
買いました。結果だけいうと、未だにその本は読
み終わっていません。
このような本は、私と相性が合わず読んでいる

途中で疲れてきます。精神的にとても。
そして、私に合う本が無いかと、あきが来ずに

最後まで読みきれる本は無いかと探しました。す
ると、文庫本（ライトノベル）という種類の本を
見つけました。その本は読んでみると、話の内容
が幻想曲（ファンタジー）で私にとって読みやす
く、活字に飽きてきたときに、挿絵を見て活字に
対する疲れが取れる。そして、これなら読みきれ
ると思って買ってかえって読みました。そして私
は、初めて、小説なるものを読みきって感動でき
ました。まぁ、２週間かかって読んだんですがね。
それでは、私のお勧めのライトノベルを紹介し

て終わろうと思います。まずはじめに日日日（あ
きら）さんの『狂乱家族日記』と『アンダカの怪
造学』。おかゆまさきさんの『撲殺天使ドクロちゃ
ん』。櫂末　高彰（かいま　たかあき）さんの」。
『学校の階段』熊谷　雅人（くまがい　まさと）さ
んの『ネクラ少女は黒魔法で恋をする』。高橋　弥
七郎（たかはし　やしちろう）さんの『灼眼のシ
ャナ』。谷川　流（たにがわ　ながる）さんの『ボ
クのセカイをまもるヒト』、『学校を出よう！』そ
して『涼宮ハルヒの憂鬱』このシリーズは【憂鬱
→溜息→退屈→消失→暴走→動揺→陰謀→憤慨】
という順番です。本田　透（ほんだ　とおる）さ
んの（アストロ！乙女塾！）。

絵本を楽しむ
４S 谷 宗一郎

皆さんは絵本を読まれるでしょうか？私自身は、

同世代の方よりは、少し多く読んでいると思いま

す。こんなことを言うと、子どもっぽいなどと思

われるかもしれません。絵本は子どもの読むもの

だ、と。しかし、果たして絵本は子どもだけのも

のでしょうか？これは人の受け売りになるのです

が、「児童書は子どもしか楽しめないのではなく、

子どもでも楽しめるものだ」と、私は思います。

そして、これは絵本にも言えるでしょう。確かに、

ごく幼児向けに書かれた絵本も多くあります。で

すがそれ以外にも、大人でも十分に楽しめる絵本

はあります。明るい話、悲しい話、笑い話、感動

話…、ストーリーをひとつ見ても十分に幅があり

ます。また、明確なストーリーが無いようなもの

でも、イラストとわずかなテキストからストーリ

ーを思い浮かべるということも出来ます。もちろ

ん秀麗なイラストや写真を楽しむのも良いもので

す。このような要素から考えても、絵本は大人で

も楽しめるものと思われます。

さて、ここからはそんな大人でも楽しめると思

われる本を、２つ３つ紹介します。まずは、『ぼち

ぼちいこか』（著／マイク・セイラー　訳／今江祥

智　刊/偕成社）です。この絵本はかばが主人公の

話なのですが、テキストがすべて大阪弁で訳され

ており、テンポの良さも相まって非常に面白いで

す。次は『じごくのそうべい』（著／田島征彦

刊／童心社）です。これは桂米朝の傑作「地獄八

景亡者戯」の翻案なのですが、落語調の語り口と

どたばた劇のようなストーリーが楽しませてくれ

る名作です。最後は『もこもこもこ』（著／谷川俊

太郎　絵／元永定正　刊／文研出版）です。この

絵本には、明確なストーリーはありません。簡単

な図形のような絵と擬音のテキストだけです。し

かしそれ故に、次の展開を想像し楽しむことが出

来ます。

ここで紹介した本はかなり有名な本なので、市

立図書館などにあると思います。もし興味が湧か

れたなら、探してみるのはいかがでしょう？
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図書委員お勧め（光文社『科学パズル』）

４S 吉川　尚男
私がお勧めするのは光文社より出版されている

『科学パズル』。これは題名の通り、科学の知識を

用いてパズルを解いていくパズル集である。これ

が取り扱っている分野は物理学が多いのだが、読

んで損をすることはない本である。

内容は小学校の理科レベルから高校の科学レベ

ルまでと広い範囲であるが、どの問題もうろ覚え

では解くのが難しい問題がほとんどであり、また

引っ掛け問題もいくつか含まれている。それらの

大半は見かたを変えることで解くことが出来る問

題である。

この本は物理学が好きな人間はもちろんだが、

私は物理が苦手な人にこそ読んでほしいと思う。

なぜなら、この本は解答と一緒になぜそうなるか

の解説も載せているからだ。一回読むだけでは難

しくて理解できなくても、何度か読んでいくうち

に理解できる代物だ。発想力はもちろん、物理学

に必要な知識も得られるのでぜひ読んでもらいた

い。

また、同じく光文社より『頭の体操』と呼ばれ

る本も出版されている。こちらは科学の知識のみ

ならず、数学、算数の知識や雑学が必要となって

くる問題が集められている。こちらは問題を解く

ことよりも、解説を読むことによって雑学を得る

ことのほうが多いだろう。先にあげた科学パズル

もそうだが、この二つはシリーズ化されており、

何冊もの続編が出版されている。残念ながら図書

館には全巻そろっていないが、興味があるなら古

本屋めぐりで探してみてもいいだろう。

なお、図書館には意外とクイズ集が多い。その

中でも数学に関するものが多いので、発想力を鍛

えるためにもぜひ一読してほしい。

読みやすくて楽しい本
３Ｃ　水谷　祐介

今回お勧めさせてもらいますのは、｢宮部みゆき」

と「乙一」の作品です。

『模倣犯』、『ブレイブストーリー』。この二つの

名前を聞いて、「あれ？」と思われた方は多いので

はないでしょうか。それぞれ、数年前に話題にな

った映画（ドラマ）と去年話題になった映画の名

前です。そして、ここに名前が出てきたことから

わかるかもしれませんが、どちらも宮部みゆきの

作品です。意外に思われる方もいるかもしれませ

ん。一方はシリアスなサスペンス、もう一方はア

ニメ。同じ作者の作品とは思えませんから。ただ、

この二つの作品は共通して「ブレイク（死語？）

した」と言えると思います。なぜ、似ても似つか

なそうな二つの作品がどちらも人気を博したのか。

これは「宮部みゆきの作品は面白いから」としか

言いようがないと思います。

宮部みゆきの作品は「人間の内面」をサブテー

マにしたようなものが多く、実は結構「重い」作

品だと個人的には思っています。ではなぜ、手軽

に読めて楽しめてしまうのか。それは文章がとて

もわかりやすいからです。どんなに難しいことが

書かれていても、その文章が単純明快ならば楽し

く読めてしまうのです。ちょっと真面目な本を読

んでみようと思うけど小難しいのはイヤ、という

人にピッタリなのが宮部みゆきの作品です。

一方、映画化もドラマ化もされていない乙一の

作品ですが、わかりやすくて面白いという点では

こちらも負けていません。乙一の作品は全体的に

「ちょっと怖い（暗い？）」系ですが、その中で

「人の温かさや繋がり」という大切なことをさりげ

なく出してきています。真っ暗な夜の薄い月明か

りといったところでしょうか。絶望的なのはイヤ

だけどちょっとブルーが入ったのを読みたいとい

う人にお勧めです。

良い本に出会って楽しんで下さい。

学生会図書委員によるブックガイド

編　集　後　記
今回も素晴らしい読書感想文をたくさん掲載することができました。

自分も読んでみよう！という気持ちになった人もいるのではないでしょ
うか。また、学生会図書委員からのおすすめ本コーナーもあります。こ
ちらも面白そうですね。春休み、読書三昧っていうのはいかがでしょう。
お忙しい中原稿をお寄せ下さった先生、学生の皆さん、ありがとうご

ざいました。
（図書館）




